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▲
七
日
、
八
日
の
法
話
講
師
名
和
正
真
氏
に
よ
る
絵
解
き
法
話
。 

御
絵
伝
を
用
い
、
親
鸞
聖
人
の
御
生
涯
を
二
日
間
に
わ
た
り
丁

寧
に
解
説
さ
れ
た
。 

 

本
年
の
お
取
り
越
し
報
恩
講
は
、
昨
年
は
じ
め
よ
り

世
界
的
に
流
行
し
て
い
る
新
型
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
が
依

然
と
し
て
収
束
し
な
い
中
、
昨
年
に
引
き
続
き
、
感
染

症
対
策
を
徹
底
し
な
が
ら
の
お
勤
ま
り
に
な
り
ま
し
た
。

た
だ
、
昨
年
の
内
勤
め
の
法
要
と
は
異
な
り
、
新
潟
県

を
は
じ
め
、
首
都
圏
に
お
い
て
も
新
規
感
染
者
が
減
少

傾
向
で
緊
急
事
態
宣
言
も
十
月
一
日
か
ら
解
除
さ
れ
、

春
彼
岸
・
朝
の
人
生
講
座
・
秋
彼
岸
と
、
感
染
症
対
策

を
し
な
が
ら
の
法
要
行
事
も
経
験
し
た
中
で
の
法
要
。

本
山
よ
り
信
教
院
鍵
役
が
御
参
修
さ
れ
（
随
行
は
泉
唯

夫
堂
衆
）、
三
昼
夜
（
四
日
間
）
を
通
し
て
、
教
区
内
寺

院
の
協
力
を
得
て
、
十
一
月
五
日
の
お
待
ち
受
け
音
楽

法
要
よ
り
十
一
月
八
日
の
結
願
日
中
に
い
た
る
全
十
座

の
法
要
が
円
成
し
ま
し
た
。
今
年
の
お
取
り
越
し
報
恩

講
の
基
本
的
な
方
針
は
次
の
通
り
。
①
感
染
症
対
策
の

徹
底
②
日
程
十
一
月
五
日
（
金
）
か
ら
八
日
（
月
）、
そ

の
内
、
初
日
中
（
六
日
）
か
ら
結
願
日
中
（
八
日
）
ま

で
御
参
修
③
帰
敬
式
の
執
行
④
お
待
ち
受
け
音
楽
法
要

の
勤
修
⑤
団
体
参
拝
の
受
入
（
一
八
〇
人
限
定
）、
個
人

参
拝
を
含
め
最
大
二
二
〇
人
で
制
限
⑥
お
斎
は
お
弁
当

（
冥
加
金
二
〇
〇
〇
円
）
で
一
日
一
八
〇
食
限
定
（
三

条
料
理
業
組
合
の
「
御
取
越
御
膳
」）
⑦
八
日
結
願
日
中

及
び
法
話
の
ラ
イ
ブ
配
信
⑧
辛
み
そ
・
酒
・
ま
ん
じ
ゅ

う
等
の
土
産
物
販
売
⑨
昼
食
マ
ッ
プ
（
エ
ー
ル
飯
マ
ッ

プ
）
お
斎
が
食
べ
ら
れ
な
か
っ
た
人
の
た
め
⑩
晨
朝
法

要
に
お
け
る
パ
ン
の
配
布
⑪
ご
ぼ
さ
ま
寄
席
は
中
止
。

◎
法
話
講
師 

武
田
定
光
氏
（
五
、
六
日
）
名
和
正
真

氏
（
絵
解
き
法
話
）（
七
、
八
日
）
晨
朝
法
話
は
法
要
の

活
性
化
の
た
め
、「
真
宗
の
仏
事
の
回
復
」
を
テ
ー
マ
に

法
話
。
近
隣
商
店
街
の
パ
ン
を
配
る
。
◎
帰
敬
式
実
践

運
動 

教
区
教
化
委
員
会
の

連
絡
協
議
部
会
に
て
二
〇
二

〇
年
度
よ
り
帰
敬
式
小
委
員

会
が
立
ち
あ
が
り
、
案
内
チ

ラ
シ
を
新
し
く
作
成
、
報
恩

講
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
に
も
帰
敬

式
の
頁
が
新
し
く
設
け
ら
れ

た
。 

団
体
参
拝
は
予
定
上
限
に
達
す
る
こ
と
は
あ
り
ま
せ

ん
で
し
た
が
、
毎
日
五
十
人
～
二
百
人
程
の
参
詣
が
あ

り
、
六
日
の
シ
ア
タ
ー
サ
ン
ジ
ョ
ー
ゴ
ボ
ー
は
事
前
予

約
が
定
員
（
百
人
）
に
達
し
、
推
進
員
に
よ
る
諸
殿
拝

観
も
毎
日
三
十
人
程
度
の
参
加
が
あ
り
、
土
産
物
も
売

れ
、
別
院
内
に
活
気
が
溢
れ
ま
し
た
。
そ
の
他
、
二
年

ぶ
り
に
露
店
が
復
活
し
二
日
間
で
五
千
人
を
超
え
る
賑

わ
い
が
あ
り
ま
し
た
（
三
条
市
営
業
戦
略
室
よ
り
）。
ま

た
お
取
り
越
し
の
直
前
の
三
日
に
は
報
恩
講
の
告
知
の

三
条
マ
ル
シ
ェ
も
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
次
頁
よ
り
報
恩

講
の
様
子
を
写
真
を
中
心
に
報
告
い
た
し
ま
す
。 

三
条
別
院
の
ご
案
内 お

取
り
越
し
報
恩
講
厳
修 

新
型
ウ
イ
ル
ス
の
逆
縁
を
生
か
し
例
年
に
は
な
い
取
り
組
み
も 



                               

                               

      

5日、6日は武田定光氏が法話。5日の午前にはお待ち受け音楽法要が 2年

ぶりに勤修。外陣は今年も女性僧侶（女聲助音）が勤めた。 

御伝鈔拝読、5日は海岸輪番（右上）、6日は声明会の長田淨見氏（右下）。 

登高座する信教院鍵役。帰敬式は6日、7日に執行された。 

シアターサンジョーゴボーの演目は「13（サーティーン）」（右）。泉堂衆の御俗姓拝読（左下）さらに詳しくはＨＰにて！ 



  

 
 

【
特
別
編
⑳
感
染
症
流
行
下
で
の
二
年
目
の
お
取
り
越
し
】 

▲
お
斎
の
席
に
て
、
参
詣
の
皆
さ

ま
に
長
く
愛
さ
れ
て
き
た
隠
れ
た

名
品
、
辛
味
噌
。
沢
山
の
要
望
に

お
応
え
し
て
、
お
み
や
げ
限
定
販

売
を
し
て
お
り
ま
す
（
写
真
は
販

売
所
）。
お
斎
で
提
供
さ
れ
る
も
の

は
、
別
院
の
御
勝
手
衆
に
代
々
伝

わ
る
も
の
で
す
が
、
販
売
用
の
も

の
は
、
新
飯
田
の
糀
屋
団
四
郎
さ

ん
に
お
願
い
し
て
い
ま
す
。
今
年

は
な
ん
と
計
七
六
八
個
売
れ
た
と

い
う
こ
と
で
す
。
今
回
は
辛
み
そ

販
売
に
つ
い
て
お
聞
き
し
ま
し
た
。 

 

三
条
別
院
の
報
恩
講
の
御
斎
は
、
辛
み
そ
が
評
判
だ

っ
た
。
私
た
ち
味
噌
屋
が
そ
の
辛
み
そ
の
製
造
を
依
頼

さ
れ
た
の
は
五
年
ほ
ど
前
だ
っ
た
と
思
う
。
評
判
の
辛

み
そ
を
お
土
産
に
し
た
い
と
の
こ
と
だ
っ
た
。
近
く
に

住
ん
で
い
な
が
ら
、
報
恩
講
の
存
在
を
知
ら
ず
、
そ
の

辛
み
そ
を
食
べ
た
こ
と
は
な
か
っ
た
。
ま
ず
は
作
り
方

を
教
わ
り
に
Ｓ
さ
ん
を
訪
ね
た
。
初
め
て
食
べ
る
辛
み

そ
は
、確
か
に
美
味
し
く
て
評
判
に
な
る
の
も
頷
け
た
。

と
て
も
辛
い
が
甘
み
が
あ
っ
て
、
ご
飯
に
の
せ
て
も
、

鍋
に
い
れ
て
も
美
味
し
く
な
り
そ
う
だ
。
そ
の
作
り
方

は
鍋
に
油
を
ひ
い
て
唐
辛
子
を
炒
め
、
味
噌
と…

…

お

っ
と
、
レ
シ
ピ
や
作
り
方
に
つ
い
て
は
こ
こ
ま
で
し
か

書
け
な
い
。
な
ぜ
な
ら
こ
っ
そ
り
教
え
て
も
ら
っ
た
秘

伝
だ
か
ら
だ
。 

 

一
年
目
は
、と
り
あ
え
ず
二
百
個
と
依
頼
を
う
け
た
。

だ
が
四
日
間
あ
る
報
恩
講
な
の
に
、
初
日
に
完
売
し
て

し
ま
っ
た
。
慌
て
て
蔵
に
帰
っ
て
、
追
加
の
辛
み
そ
を

作
る
。
そ
の
繰
り
返
し
だ
っ
た
。
二
年
目
、
三
年
目
も

初
日
は
多
め
に
作
っ
て
も
、
飛
ぶ
よ
う
に
売
れ
て
し
ま

い
、
や
は
り
慌
て
て
追
加
の
辛
み
そ
を
作
っ
て
い
た
。

四
年
目
の
去
年
は
、
コ
ロ
ナ
で
土
産
物
販
売
が
な
か
っ

た
。「
あ
の
辛
み
そ
を
売
っ
て
く
れ
ま
せ
ん
か
」
と
何
度

か
味
噌
蔵
に
も
電
話
が
か
か
っ
て
き
た
。
し
か
し
、
な

ん
と
い
っ
て
も
報
恩
講
で
し
か
手
に
入
れ
る
こ
と
は
で

き
な
い
特
別
な
辛
み
そ
だ
。
無
念
に
思
い
な
が
ら
お
断

り
の
言
葉
を
述
べ
る
し
か
な
か
っ
た
。 

 

私
た
ち
団
四
郎
味
噌
は
三
条
別
院
の
御
坊
市
を
は
じ

め
、
自
社
の
商
品
を
も
っ
て
イ
ベ
ン
ト
出
店
す
る
こ
と

が
た
ま
に
あ
る
。
イ
ベ
ン
ト
に
も
よ
る
が
、
フ
ァ
ン
も

つ
い
て
い
て
手
前
味
噌
な
が
ら
よ
く
売
れ
る
。
だ
が
、

こ
の
報
恩
講
の
辛
み
そ
は
特
別
だ
っ
た
。
こ
ん
な
に
短

期
間
で
飛
ぶ
よ
う
に
売
れ
た
こ
と
は
今
ま
で
に
経
験
が

な
か
っ
た
。
一
重
に
親
鸞
聖
人
へ
の
敬
虔
な
気
持
ち
か

ら
、
報
恩
講
に
む
か
う
檀
家
さ
ま
の
お
か
げ
で
あ
る
。

ま
た
報
恩
講
を
無
事
に
執
り
行
お
う
と
務
め
る
、
お
寺

様
と
ス
タ
ッ
フ
さ
ん
の
お
か
げ
な
の
で
あ
る
。
持
ち
帰

っ
た
辛
み
そ
を
食
す
と
き
、
こ
の
報
恩
講
で
過
ご
し
た

時
間
を
思
い
出
す
こ
と
も
あ
る
だ
ろ
う
。
ま
た
、
報
恩

講
に
来
ら
れ
な
か
っ
た
方
へ
の
お
土
産
に
し
た
時
、
報

恩
講
へ
の
想
い
も
一
緒
に
渡
す
の
か
も
し
れ
な
い
。 

 

報
恩
講
で
し
か
味
わ
え
な
い
特
別
な
辛
み
そ
だ
け
れ

ど
、
も
し
も
、
も
う
少
し
気
軽
に
手
に
入
れ
る
こ
と
が

で
き
る
よ
う
に
な
っ
た
ら
、
辛
み
そ
に
の
せ
て
、
報
恩

講
の
想
い
が
広
が
り
、
ご
ぼ
う
さ
ま
の
お
心
に
触
れ
る

人
が
増
え
る
の
か
も
し
れ
な
い
。
辛
み
そ
が
そ
ん
な
ツ

ー
ル
に
な
っ
た
ら
、こ
れ
ほ
ど
嬉
し
い
こ
と
は
な
い
と
、

味
噌
屋
は
思
う
の
で
あ
る
。 

 

藤
井 

康
代 

氏
（
糀
屋
団
四
郎
四
代
目
店
主
） 

 

○
次
回
の
「
三
条
別
院
に
想
う
」
は
、 

 
 
 
 

小
林
光
紀 

氏
（
第
十
二
組
浄
照
寺
前
住
職
）
よ
り 

ご
執
筆
い
た
だ
き
ま
す
。 

 

三
条
別
院
の
責
任
役
員
を
二
〇
一
〇
年
よ
り
勤
め
ら
れ
た
小
林
光

紀
氏
が
所
属
寺
の
住
職
を
交
代
さ
れ
、
そ
れ
に
伴
い
別
院
責
任
役
員

を
退
任
さ
れ
ま
し
た
。
次
回
は
小
林
氏
に
、
現
在
に
い
た
る
ま
で
の

思
い
出
な
ど
を
語
っ
て
い
た
だ
き
ま
す
。 

   

当
別
院
で
は
毎
年
十
二
月
に
、
一
年
で
溜
ま
っ
た
埃

を
払
う「
御
煤
払
い
奉
仕
団
」を
開
催
し
て
お
り
ま
す
。

ど
な
た
で
も
ご
参
加
い
た
だ
け
ま
す
。
御
本
尊
、
宗
祖

真
向
の
御
影（
ま
む
き
の
ご
え
い
）の
御
煤
払
い
の
後
、

皆
さ
ん
で
内
陣
を
清
掃
す
る
、
一
年
に
一
度
の
恒
例
行

事
で
す
の
で
、
ぜ
ひ
ご
参
加
く
だ
さ
い
。 

御
煤
払
い
奉
仕
団 

◇
日 

時 

十
二
月
十
二
日
（
日
） 

 
 
 
 
 

午
前
九
時
よ
り
正
午
ま
で 

◇
場 

所 

三
条
別
院
本
堂 

◇
持
ち
物 

勤
行
集
、
念
珠 

◇
締 

切 

十
二
月
十
日
（
金
）
ま
で
に
当
別
院
ま

で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。 

◇
冥
加
金 

五
百
円
（
お
弁
当
を
ご
用
意
し
ま
す
） 

三
条
別
院
に
想
う 

 

御
煤
払
い
・
除
夜
の
鐘
・
修
正
会
の
ご
案
内 

 



除
夜
の
鐘 

◇
日
時 

十
二
月
三
十
一
日
（
金
） 

午
後
十
一
時
四
十
五
分
よ
り 

◇
場
所 
三
条
別
院
鐘
楼
堂 

◇
受
付 
三
条
別
院
旧
御
堂 

修
正
会 

◇
日
時 

二
〇
二
二
年
一
月
一
日
（
土
） 

深
夜
零
時
よ
り 

 

◇
場
所 

三
条
別
院
本
堂
・
旧
御
堂 

○
お
勤
め
後
、
輪
番
に
よ
る
新
年
の
挨
拶 

 

  

宗
祖
親
鸞
聖
人
の
御
命
日
で
あ
り
ま
す
毎
月
二
十
八

日
に
、「
御
命
日
の
集
い
」
を
本
堂
に
て
、
日
中
法
要
と

法
話
を
行
い
ま
す
（
座
談
会
は
休
止
中
）。
ど
な
た
で
も

お
参
り
い
た
だ
け
ま
す
の
で
、
皆
様
の
ご
参
詣
を
お
待

ち
申
し
上
げ
て
お
り
ま
す
。
な
お
、
前
日
（
二
十
七
日
）

は
お
逮
夜
法
要
を
、
午
後
一
時
三
十
分
よ
り
お
勤
め
し

て
お
り
ま
す
。 

◆
日 

時 

十
二
月
二
十
八
日
（
火
）
午
前
十
時
よ
り 

◆
会 

場 

三
条
別
院 

本
堂 

◆
お
勤
め
（
御
命
日 

日
中
法
要
） 

文
類
偈 

行
四
句
目
下 

念
仏
讃 

淘
五 

 
 
 
 

和 

讃 

回
口 

次
第
六
首 

 
 
 
 

回 

向 

願
以
此
功
徳 

◎
今
月
の
法
話
講
師 

北
島
栄
誠 

氏
（
第
十
一
組
長
福
寺
）
～ 

御
文
五
帖
目
十
通
「
聖
人
一
流
」 

▲
一
月
か
ら
の
法
話
講
師
は
次
号
で
案
内
し
ま
す
。  

 

 

毎
月
十
三
日
の
闡
如
上
人
の
ご
命
日
の
定
例
法
話
会

を
宗
祖
親
鸞
聖
人
御
誕
生
八
百
五
十
年
・
立
教
開
宗
八
百

年
慶
讃
お
待
ち
受
け
事
業
と
し
て
開
催
中
。 

◆
講 

師 

十
二
月･

五
月 

澤
面 

宣
了 

氏
（
長
浜
教
区 

浄
願
寺
） 

◆
今
後
の
講
師 

二
月 

水
嶋 

聡 

氏
（
高
田
教
区 

光
德
寺
） 

三
月 

寺
澤 

三
郎 

氏
（
北
海
道
教
区 

敎
證
寺
） 

四
月 

中
山 

善
雄 

氏
（
教
学
研
究
所 

研
究
員
） 

◆
日
時
・
日
程 

毎
月
十
三
日 

午
後
一
時
半 

お
勤
め
・
感
話 

二
時 

法
話
、
三
時
半 

座
談
、
四
時
半 

終
了
（
予
定
） 

◆
持
ち
物
：
念
珠
、
勤
行
本(

赤
本)

、
筆
記
用
具 

◆
場 

所 

三
条
別
院 

本
堂 

  

冬
囲
い
を
始
め
ま
し
た
！ 

昨
年
ま
で
、
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
に
お
願
い
し
て
い

た
冬
囲
い
を
、
今
年
か
ら
庭
講
で
作
業
し
て
い
ま
す
。
現

在
、
本
堂
正
面
向
か
っ
て
左
側
と
中
庭
の
樹
木
を
、
経
験

者
よ
り
指
導
を
受
け
な
が
ら
冬
囲
い
中
で
、
雪
に
備
え
十

二
月
十
三
日
ま
で
に
作
業
を
完
了
す
る
予
定
で
す
。 

       

  

○
別
院
書
道
教
室 

〔
毎
月
第
二
、
第
四
水
曜
日
、
午
後
六
時
三
十
分
～
八
時
〕 

講
師 

木
原
光
威
氏
（
新
潟
県
書
道
協
会
理
事
） 

 

月
謝 

三
二
〇
〇
円
（
テ
キ
ス
ト
代
含
む
） 

○
別
院
声
明
教
室
【
毎
月
一
回
】
詳
細
は
次
回
。 

○
別
院
有
志
の
会
庭
講
［
毎
月
十
三
日
］・
花
講
（
不
定
期
） 

庭
講
は
別
院
の
庭
の
整
備
、
花
講
は
別
院
の
立
花
を
行
っ
て
い
ま
す
。 

○
別
院
奉
仕
研
修
・
三
条
別
院
巡
回
【
要
相
談
】 

〇
フ
ー
ド
バ
ン
ク 

食
品
等
の
ご
寄
付
を
継
続
募
集
中
。 

十
一
月
は
佐
渡
組
專
得
寺
、
佐
渡
組
門
徒
、
そ
の
他
匿
名
の
方
々
か
ら

ご
寄
付
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。 

〇
列
座
の
法
務
加
勢 

 

十
月
三
日
に
第
十
七
組
長
福
寺
様（
写
真
）で
、

十
一
月
十
四
日
に
は
第
十
七
組
専
福
寺
様
で

御
遠
忌
法
要
が
勤
め
ら
れ
、
列
座
が
掛
役
の
お

手
伝
い
し
ま
し
た
。
仏
具
の
貸
出
等
も
行
い
ま

す
の
で
お
声
が
け
く
だ
さ
い
。 

 

◆
◆
編
集
後
記
◆
◆ 

お
か
げ
さ
ま
で
現
在
の
列
座
は
み
な
掛
役
の
所
作
を

覚
え
て
き
た
。
そ
れ
故
、
今
回
の
報
恩
講
で
は
掛
役
が
特

に
必
要
な
初
日
中
・
結
願
日
中
以
外
は
助
音
方
で
外
陣
に

座
ら
せ
て
い
た
だ
い
た
。
計
七
座
、
声
が
枯
れ
る
の
は
例

年
だ
が
、
今
年
は
背
筋
が
痛
く
な
っ
た
。
声
が
枯
れ
る
と

喜
ぶ
人
が
い
る
（
声
が
枯
れ
な
い
と
怒
ら
れ
る
）。
背
筋

が
辛
い
と
い
う
と
さ
ら
に
喜
ば
れ
た
。
四
日
間
、
声
を
絞

り
出
し
続
け
る
こ
と
は
肉
体
労
働
に
近
い
と
初
め
て
体

で
感
じ
た
。
そ
し
て
弁
当
が
美
味
し
か
っ
た
。（
斎
木
） 

宗

祖

御

命

日

の

集

い 

  

定

例

法

話

会

の

ご

案

内 

  

そ

の

他

の

講

座

等

に

つ

い

て 

 

三
条
別
院
有
志
の
会
庭
講
か
ら
の
活
動
報
告 

  


